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一
　
は
　
じ
　
め
　
に

倉

橋

透

　
近
年
、
公
共
事
業
が
批
判
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
論
点
は
、
財
政
破
綻
、
効
果
の
薄
い
社
会
資
本
整
備
、
環
境
破
壊
・
健
康
被
害
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓

中
央
集
権
に
よ
る
執
行
体
制
、
国
会
で
審
議
さ
れ
な
い
公
共
事
業
計
画
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
財
政
破
綻
及
び
公
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

事
業
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
財
政
制
度
審
議
会
の
財
政
構
造
改
革
特
別
部
会
の
検
討
を
中
間
的
に
ま
と
め
た
「
財
政
構
造
改
革
白
書
」

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
公
共
投
資
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
は
限
ら
れ
た
貴
重
な
財
政
資
金
を
投
入
し
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
負
担
は
現
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在
ま
た
は
将
来
の
国
民
に
帰
着
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
社
会
経
済
情
勢
に
照
ら
し
て
真
に
必
要
な
分
野
に
行
う
こ
と

　
　
が
必
要
で
あ
り
…
…
（
同
書
、
一
九
二
頁
）

　
こ
う
し
た
財
政
構
造
改
革
の
議
論
は
や
が
て
財
政
構
造
改
革
法
、
公
共
事
業
関
係
予
算
の
削
減
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
ま
た
、
一

九
九
七
年
三
月
を
ヤ
マ
と
し
て
景
気
は
下
降
局
面
に
入
り
現
在
低
迷
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
状
況
に
お
い
て
も
公
共
事
業
に
よ
る
景
気

刺
激
が
全
面
的
な
賛
同
を
え
ら
れ
な
い
の
は
、
財
源
と
の
関
係
で
十
分
な
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
か
ど
う
か
疑
問
視
さ
れ
る
点
が
あ
る
か

ら
で
あ
ろ
う
（
日
本
経
済
新
聞
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
緊
急
経
済
対
策
に
望
む
政
策
と
し
て
公
共
事
業
の
積
み
増
し
を
あ
げ
る
者
は
一
五

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

・
八
％
に
過
ぎ
な
い
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
社
会
資
本
整
備
の
効
果
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、
効
果
的
な
社
会
資
本
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
本
稿
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
二
　
社
会
資
本
の
整
備
効
果
」
で
は
、
社
会
資
本
の
整
備
効
果
を
分
類
し
、
計
測
手
法
、

計
測
事
例
を
紹
介
す
る
。
「
三
　
本
州
四
国
連
絡
道
路
の
整
備
効
果
」
で
は
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
と
し
て
本
州
四
国
連
絡
道
路
の
整

備
効
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。
「
四
　
効
果
的
社
会
資
本
整
備
の
方
策
」
で
は
、
「
効
果
の
薄
い
社
会
資
本
整
備
が
な
さ
れ
て
い
る
」
と
さ

れ
る
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
、
効
果
的
な
社
会
資
本
整
備
の
た
め
に
必
要
な
方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
「
五
　
お
わ
り
に
」
で
は
、

本
稿
を
総
括
す
る
と
と
も
に
今
後
の
研
究
の
進
め
方
に
つ
い
て
述
べ
る
。



二
　
社
会
資
本
整
備
の
効
果

禰槍果
効

の
備

整本
資会

社1
5

1

　
社
会
資
本
整
備
の
効
果
を
主
に
道
路
を
念
頭
に
お
い
て
分
類
す
る
と
図
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ま
た
、
各
効
果
に
係
る
説
明
、
計
測
手
法
、
計
測
事
例
を
示
す
と
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
効
果
の
分
類
は
論
者
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
道
路
投
資
に
お
け
る
「
景
観
を
含
む
空
間
機
能
に
関
す
る
効
果
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
＞

（
図
1
で
は
「
環
境
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
の
向
上
」
で
代
表
さ
れ
て
い
る
）
は
山
根
1
1
中
村
（
一
九
九
七
）
で
は
間
接
効
果
に
区
分
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

い
る
が
、
井
原
（
一
九
九
七
）
で
は
、
直
接
効
果
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
直
接
効
果
を
交
通
市
場
に
お
い
て
発
生
す
る
も
の
に
限

定
す
る
前
者
の
見
解
と
、
限
定
し
な
い
後
者
の
見
解
の
差
に
よ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
、
「
救
急
車
や
消
防
車
が
い
つ
で
も
実

際
に
駆
け
つ
け
ら
れ
る
」
と
い
う
「
地
域
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
向
上
」
と
、
コ
朝
こ
と
あ
っ
た
と
き
に
は
救
急
車
や
消
防
車
が
い
つ

で
も
駆
け
つ
け
ら
れ
る
の
で
安
心
で
あ
る
」
と
い
う
「
オ
プ
シ
ョ
ン
価
値
」
を
含
む
「
存
在
効
果
」
を
分
け
て
い
る
が
こ
の
場
合
の
「
地

域
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
向
上
」
と
「
オ
プ
シ
ョ
ン
価
値
」
と
は
極
め
て
近
い
概
念
で
あ
る
。
そ
の
点
で
こ
の
分
類
は
便
宜
的
な
も
の
で
あ

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
一
方
、
計
測
手
法
の
う
ち
、
ヘ
ド
ニ
ッ
ク
法
に
つ
い
て
は
「
地
価
関
数
推
定
に
際
し
て
の
多
重
共
線
性
及
び
関
数
型
設
定
の
恣
意
性
」

が
、
ま
た
C
V
M
に
つ
い
て
は
「
質
問
方
法
に
問
題
が
あ
っ
た
り
、
サ
ン
プ
ル
に
問
題
が
あ
る
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
結
果
に
ゆ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

み
（
バ
イ
ア
ス
）
が
生
じ
、
評
価
結
果
の
信
頼
性
が
低
下
す
る
可
能
性
」
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
実
際
の
計
測
に
当
た
っ
て
は
注
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
今
後
重
要
性
を
増
す
と
思
わ
れ
る
文
化
に
係
る
社
会
資
本
整
備
及
び
環
境
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
建
設
省
「
文
化
を
守



一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
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り
育
む
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
文
化
に
係
る
社
会
資
本
に
対
す
る
支
出
は
今
後
長
期
的
に
増

－　
　
　
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
文
化
的
な
社
会
資
本
が
も
た
ら
す
効
果
は
存
在
効
果
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
に
文

　
　
　
化
的
な
社
会
資
本
の
効
果
に
つ
い
て
は
何
を
ど
の
よ
う
に
計
測
す
る
の
か
明
確
で
な
い
場
合
も
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
環
境

　
　
　
に
つ
い
て
も
社
会
資
本
整
備
に
よ
り
そ
れ
が
向
上
す
る
場
合
の
み
な
ら
ず
影
響
を
受
け
る
場
合
に
つ
い
て
も
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
最
も
利
用
さ
れ
る
手
法
と
思
わ
れ
る
C
V
M
に
は
前
述
の
よ
う
に
バ
イ
ア
ス
の
生
じ
る
可
能
性
が
あ

　
　
　
る
。
こ
う
し
た
文
化
や
環
境
に
係
る
効
果
の
把
握
手
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
一
層
の
研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

匂蜘q
号
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三
　
本
州
四
国
連
絡
橋
の
整
備
効
果

　
次
に
、
社
会
資
本
整
備
の
効
果
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
と
し
て
本
州
と
四
国
を
結
ぶ
橋
で
あ
る
本
州
四
国
連
絡
橋
の
整
備
効
果
に
つ

い
て
述
べ
る
。

　
ま
ず
、
本
州
四
国
連
絡
橋
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
。
明
治
二
二
年
、
香
川
県
議
大
久
保
謳
之
丞
は
、
讃
岐
鉄
道
開
業
の
祝
辞
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

で
、
本
州
と
四
国
の
間
に
架
橋
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
れ
が
本
州
・
四
国
間
の
架
橋
論
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
昭
和

三
〇
年
の
紫
雲
丸
事
故
を
経
て
、
新
全
国
総
合
開
発
計
画
（
昭
和
四
四
年
）
に
よ
り
後
述
す
る
三
つ
の
ル
ー
ト
が
決
定
さ
れ
、
翌
四
五

年
に
は
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
が
設
立
さ
れ
た
。
第
一
次
石
油
危
機
（
昭
和
四
八
年
）
に
よ
り
工
事
の
実
施
時
期
が
遅
れ
た
も
の
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

昭
和
五
四
年
に
は
最
初
の
橋
で
あ
る
大
三
島
橋
が
開
通
し
た
。
ま
た
、
昭
和
六
三
年
に
は
児
島
ー
坂
出
ル
ー
ト
が
開
通
し
、
本
州
と
四
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国
が
は
じ
め
て
結
ば
れ
た
。
そ
れ
以
降
も
順
次
供
用
が
開
始
さ
れ
、
平
成
＝
年
五
月
の
新
尾
道
大
橋
、
多
々
羅
大
橋
、
来
島
海
峡
大

橋
の
開
通
に
よ
り
、
三
つ
の
ル
ー
ト
の
本
州
四
国
連
絡
橋
が
概
成
す
る
。

　
三
つ
の
ル
ー
ト
は
東
か
ら
神
戸
－
鳴
門
ル
ー
ト
、
児
島
－
坂
出
ル
ー
ト
、
尾
道
－
今
治
ル
ー
ト
で
あ
り
、
道
路
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ

れ
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
、
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
、
西
瀬
戸
自
動
車
道
の
三
つ
の
国
道
が
通
っ
て
い
る
。
ま
た
、
児
島
－
坂
出
ル
ー

ト
は
鉄
道
併
用
橋
で
あ
り
、
J
R
本
四
備
讃
線
が
通
っ
て
い
る
（
図
2
）
。

　
本
州
四
国
連
絡
橋
に
か
か
る
道
路
（
本
州
四
国
連
絡
道
路
と
称
す
る
）
は
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
七
条
の
七
に
基
づ
い
た
有
料
道

路
で
あ
る
。
財
源
と
し
て
は
当
面
、
財
政
投
融
資
資
金
や
国
・
地
方
の
出
資
金
等
に
よ
り
調
達
さ
れ
て
い
る
が
、
最
終
的
に
は
料
金
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
に
よ
り
そ
れ
ら
の
資
金
が
償
還
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
本
州
四
国
連
絡
橋
の
整
備
効
果
は
、
表
2
～
表
3
、
図
3
～
図
7
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
児
島
－
坂
出
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
開
通
以
来
一
〇
年
を
経
過
し
効
果
が
各
方
面
に
現
れ
て
き
て
い
る
。
な
か
で
も
香
川
県
の
大
型

小
売
店
舗
販
売
額
（
図
4
）
や
香
川
～
岡
山
間
の
通
勤
通
学
定
期
旅
客
数
（
図
7
）
の
増
加
は
顕
著
で
あ
る
。
観
光
に
つ
い
て
は
、
図

5
に
示
す
よ
う
に
当
初
は
急
増
し
、
そ
の
後
減
少
し
た
が
、
現
在
は
相
対
的
に
高
い
レ
ベ
ル
で
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る
。

　
神
戸
1
鳴
門
ル
ー
ト
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
全
通
後
半
年
で
定
量
的
な
デ
ー
タ
は
十
分
そ
ろ
っ
て
い
な
い
が
、
一
部
の
指
標
に
は
効

果
が
現
れ
て
き
て
い
る
。
観
光
面
で
は
淡
路
や
徳
島
の
宿
泊
者
数
が
全
通
前
よ
り
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
・
水
産
業
で

も
、
農
産
物
や
魚
介
類
の
徳
島
、
香
川
東
部
か
ら
関
西
へ
の
出
荷
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
高
校
柔
道
の
交

流
等
日
常
生
活
の
面
で
も
効
果
が
で
て
い
る
。

　
尾
道
ー
今
治
ル
ー
ト
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
開
通
以
前
で
あ
る
の
で
、
予
測
の
域
を
で
な
い
が
、
当
初
は
観
光
面
や
日
常
生
活
面
に



1
8
@
　
そ
の
効
果
が
現
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
西
瀬
戸
自
動
車
道
沿
線
の
島
喚
部
（
芸
予
諸
島
）
は
、
一
般
的
に
知
名
度
が
低
い
の

ー　
　
　
で
、
い
か
に
P
R
を
行
い
観
光
客
を
誘
致
す
る
か
が
最
大
の
課
題
に
な
ろ
う
。

　
　
　
　
な
お
、
日
常
生
活
の
向
上
に
係
る
効
果
に
つ
い
て
は
当
面
は
計
量
化
が
困
難
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
形
で
の
評
価
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

匂鵬q
号

鋤捲剃
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四
　
効
果
的
な
社
会
資
本
整
備
の
方
策

　
二
及
び
三
で
論
じ
た
よ
う
に
社
会
資
本
整
備
に
は
様
々
な
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
一
方
、
冒
頭
で
「
効
果
の
薄
い
社
会
資
本
整
備
が

な
さ
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
の
四
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

ω
　
当
初
か
ら
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
な
い
も
の
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

②
　
計
画
時
点
で
は
ニ
ー
ズ
に
あ
う
ま
た
は
将
来
の
ニ
ー
ズ
に
あ
う
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
整
備
期
間
中
ま
た
は
整
備
後
に
ニ
ー
ズ
に

　
あ
わ
な
く
な
っ
た
又
は
予
測
が
は
ず
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
社
会
資
本
の
場
合
、
整
備
に
長
期
を
要
し
、
ま
た
整
備

　
後
の
耐
用
年
数
も
長
い
の
で
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
大
規
模
な
農
地
整
備
に
着
手
し
た
が
完
成
時
に
は
農
産
物

　
が
過
剰
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
都
市
高
速
道
路
で
当
初
の
予
想
よ
り
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
み
、
車

　
線
数
が
不
足
し
慢
性
的
に
渋
滞
す
る
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。

③
　
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
て
お
り
効
果
も
生
じ
て
い
る
が
、
そ
の
情
報
が
住
民
等
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
従
来
は
個
々

　
の
社
会
資
本
整
備
に
係
る
情
報
が
必
ず
し
も
十
分
に
示
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
費
用
、
効
果
が
事
業
主
体
か
ら
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示
さ
れ
る
例
が
一
般
的
に
は
少
な
く
、
一
方
住
民
が
独
自
に
費
用
、
効
果
を
検
討
す
る
こ
と
は
デ
ー
タ
収
集
の
点
か
ら
困
難
で
あ
る
。

㈲
　
一
部
の
地
域
や
グ
ル
ー
プ
に
の
み
効
果
が
及
び
、
そ
の
他
の
地
域
や
グ
ル
ー
プ
に
は
効
果
が
及
ば
な
い
。
一
方
、
整
備
費
用
に
つ

　
い
て
は
広
い
範
囲
に
負
担
が
及
ん
で
い
る
。
特
に
、
効
果
の
中
心
が
存
在
効
果
で
、
し
か
も
そ
の
存
在
が
他
の
地
域
や
グ
ル
ー
プ
に

　
あ
ま
り
関
係
が
な
い
場
合
に
は
、
他
の
地
域
や
グ
ル
ー
プ
に
不
満
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
問
題
を
回
避
し
て
、
効
果
的
な
社
会
資
本
整
備
を
行
う
方
策
と
し
て
は
次
の
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

理
由
の
一
　
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
社
会
資
本
整
備
に
お
い
て
は
効
果
が
費
用
を
上
回
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、

　
費
用
対
効
果
分
析
を
行
う
な
ど
に
よ
り
効
果
を
十
分
吟
味
し
た
上
で
整
備
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
行
う
。
予
算
配
分
も
費
用
対
効

　
果
を
踏
ま
え
て
柔
軟
に
行
う
。

理
由
の
二
　
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
事
業
開
始
後
や
施
設
完
成
後
も
必
要
に
応
じ
て
費
用
、
効
果
の
比
較
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
り

　
さ
ら
な
る
利
用
促
進
や
場
合
に
よ
っ
て
は
事
業
の
中
止
や
施
設
の
転
用
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

理
由
の
三
　
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
社
会
資
本
整
備
の
決
定
に
関
す
る
情
報
（
と
く
に
費
用
と
効
果
）
は
で
き
る
限
り
公
開
す
る

　
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
社
会
資
本
整
備
の
決
定
過
程
に
住
民
が
可
能
な
限
り
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り
多
く

　
の
住
民
が
社
会
資
本
整
備
に
係
る
情
報
に
ふ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
な
お
、
平
成
一
〇
年
、
建
設
省
は
「
社
会
資
本
に
係
る
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
用
対
効
果
分
析
に
関
す
る
統
一
的
指
針
（
案
）
」
、
「
道
路
投
資
の
評
価
に
関
す
る
指
針
（
案
）
」
、
（
社
）
日
本
下
水
道
協
会
は
「
下
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ

　
道
事
業
に
お
け
る
費
用
効
果
分
析
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
」
を
公
表
し
、
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
道
路
の
新
規
事
業
化
箇
所
や
新
規
着
工

　
準
備
箇
所
、
下
水
道
事
業
や
都
市
公
園
事
業
の
新
規
採
択
箇
所
で
費
用
対
効
果
分
析
が
試
行
さ
れ
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。

理
由
の
四
　
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
社
会
資
本
整
備
に
お
い
て
は
、
政
策
的
に
判
断
さ
れ
る
と
き
を
除
い
て
、
受
益
に
応
じ
た
適
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切
な
負
担
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
過
程
で
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
け
る
減
歩
や
都
市
計
画
税
等
を
通
じ
た
開
発
利

　
益
の
還
元
、
事
業
へ
の
出
資
等
地
域
と
し
て
の
協
力
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
一
定
範
囲
ま
で
の
社
会
資
本
サ
ー
ビ
ス

　
の
提
供
は
公
共
の
責
任
で
あ
る
の
で
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
受
益
者
負
担
を
求
め
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
方
策
の
う
ち
原
則
に
あ
た
る
部
分
を
社
会
資
本
整
備
基
本
法
と
し
て
法
制
化
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
我
が
国

の
社
会
資
本
整
備
に
関
係
す
る
法
律
は
道
路
法
、
河
川
法
な
ど
ま
こ
と
に
多
数
の
も
の
が
あ
る
が
、
全
体
を
社
会
資
本
整
備
の
観
点
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

ら
総
括
す
る
も
の
は
な
い
。
そ
こ
で
、
社
会
資
本
整
備
の
基
本
と
な
る
考
え
方
を
宣
言
し
て
お
く
こ
と
が
有
意
義
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ

ん
、
社
会
資
本
整
備
基
本
法
に
は
、
効
果
的
な
社
会
資
本
整
備
に
資
す
る
考
え
方
の
み
な
ら
ず
、
社
会
資
本
整
備
の
目
的
、
環
境
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

配
慮
、
社
会
資
本
整
備
主
体
間
の
役
割
分
担
と
連
携
等
も
盛
り
込
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
社
会
資
本
白
書
を
作
成
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
社
会
資
本
整
備
に
多
少
と
も
関
係
す
る
白
書
と
し
て
は
、
現
在
、
建
設

白
書
、
運
輸
白
書
、
農
業
白
書
、
林
業
白
書
、
漁
業
白
書
、
厚
生
白
書
、
科
学
技
術
白
書
、
警
察
白
書
等
非
常
に
多
く
の
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
ら
す
べ
て
を
参
照
し
て
、
社
会
資
本
整
備
の
全
体
像
を
つ
か
む
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
社
会
資
本
整
備
白

書
を
作
成
し
、
各
年
度
の
社
会
資
本
整
備
に
お
け
る
重
点
分
野
、
投
資
額
、
代
表
的
な
社
会
資
本
整
備
に
係
る
費
用
と
効
果
、
ス
ト
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ソ

ク
の
状
況
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
社
会
資
本
整
備
の
全
体
像
、
と
く
に
費
用
と
効
果
に
つ
い
て
国
民
に

情
報
提
供
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
方
策
に
よ
り
、
効
果
的
な
社
会
資
本
整
備
が
進
む
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
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本
稿
で
は
、
一
般
的
な
社
会
資
本
整
備
の
効
果
、
及
び
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
と
し
て
本
州
四
国
連
絡
橋
の
効
果
に
つ
い
て
整
理
し
た

後
、
効
果
的
な
社
会
資
本
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
中
で
、
文
化
、
環
境
面
へ
の
社
会
資
本
整
備
の
効
果
に
つ
い
て

は
な
お
研
究
の
余
地
が
あ
る
こ
と
、
効
果
的
な
社
会
資
本
整
備
の
た
め
に
は
費
用
と
効
果
に
つ
い
て
の
一
層
の
考
察
等
が
必
要
で
あ
り
、

社
会
資
本
整
備
基
本
法
の
制
定
や
社
会
資
本
白
書
の
作
成
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　
一
方
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
文
化
、
環
境
面
、
あ
る
い
は
日
常
生
活
の
向
上
に
係
る
社
会
資
本
整
備
は
今
後
さ
ら
に
重
要
性
を

増
す
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
効
果
の
把
握
方
法
（
特
に
計
量
的
な
把
握
方
法
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

　
例
え
ば
五
十
嵐
敬
喜
、
小
川
明
雄
「
公
共
事
業
を
ど
う
す
る
か
」
一
九
九
七
年
参
照

　
石
弘
光
監
修
「
財
政
構
造
改
革
白
書
」
一
九
九
六
年

　
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
八
年
一
〇
月
二
〇
日
参
照

　
山
根
孟
、
中
村
英
夫
「
各
種
道
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
項
目
」
中
村
英
夫
編
、
道
路
投
資
評
価
研
究
会
著
『
道
路
投
資
の
社
会
経
済
評

価
』
第
三
章
、
一
九
九
七
年

　
井
原
健
雄
「
所
得
増
大
便
益
の
計
測
」
中
村
英
夫
編
、
道
路
投
資
評
価
研
究
会
著
『
前
掲
書
』
第
七
章
、
一
九
九
七
年

　
肥
田
野
登
「
環
境
と
社
会
資
本
の
経
済
評
価
ー
ヘ
ド
ニ
ッ
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
の
理
論
と
実
際
－
」
一
九
九
七
年
参
照

　
栗
山
浩
一
「
公
共
事
業
と
環
境
の
価
値
l
C
V
M
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ー
」
一
九
九
七
年
参
照
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（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

　
建
設
省
「
文
化
を
守
り
育
む
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
指
針
」
一
九
九
六
年

　
大
久
保
謳
之
丞
は
祝
辞
の
中
で
「
こ
の
時
に
当
た
っ
て
、
塩
飽
諸
島
を
橋
台
と
な
し
、
山
陽
鉄
道
に
架
橋
連
絡
せ
し
め
な
ば
、
常
に
風
波

の
憂
い
な
く
、
午
時
に
浦
戸
の
釣
を
垂
れ
、
夕
に
敦
賀
の
納
涼
を
得
ん
。
実
に
南
来
北
行
、
東
奔
西
走
、
瞬
時
を
費
や
さ
ず
。
そ
の
国
利
民

福
こ
れ
よ
り
大
な
る
は
な
し
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
「
本
州
四
国
連
絡
架
橋
の
あ
ゆ
み
」
一
九
八
五
年
参
照

　
詳
し
く
は
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
坂
本
武
「
日
本
の
有
料
道
路
制
度
に
つ
い
て
」
西
谷
剛
編
『
比
較
イ
ン
フ
ラ
法

研
究
』
第
四
章
、
一
九
九
七
年
参
照

　
建
設
省
「
社
会
資
本
に
係
る
費
用
対
効
果
分
析
に
関
す
る
統
一
的
指
針
（
案
）
」
一
九
九
八
年

　
建
設
省
「
道
路
投
資
の
評
価
に
関
す
る
指
針
（
案
）
」
一
九
九
八
年

　
㈹
日
本
下
水
道
協
会
「
下
水
道
事
業
に
お
け
る
費
用
効
果
分
析
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
」
一
九
九
八
年

　
国
土
総
合
開
発
法
が
あ
る
が
、
そ
の
究
極
的
な
目
的
は
産
業
の
適
正
な
配
置
等
も
含
め
た
国
土
づ
く
り
で
あ
る
。

　
社
会
資
本
整
備
基
本
法
、
社
会
資
本
白
書
に
つ
い
て
は
過
去
、
国
会
で
議
論
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
記
憶
す
る
が
、
こ
こ
に
示
し
た
も
の

は
筆
者
独
自
の
提
案
で
あ
る
。

な
お
、
図
表
に
係
る
参
考
文
献
は
各
図
表
の
下
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。

※
本
稿
中
意
見
に
及
ぶ
部
分
は
筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ
る
。
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住類分果
効

の備整
本資

会社1
図

産
業
へ
の
影
響

（
観
光
含
む
）

果
効者

捕
荊

果
効者業事

黎
糠

大
果

拡力
産

生
効

の
上

活生
常日

向

一
上勃

泣
向即

環
の

興振の
動活

化文

イ
上

テリ
向

ユ

キセ
の域

地
一

昇上
価

地

果
効

数
乗

果
効

発誘
産

生

果
効

接
直

果
効

接
間

果
効

在
存

果効的他
利

果
効

業
事

果
効

設施

整
果

琳
効

筋

餅
1

測分の
ぞと

゜
果
成

効
作

な
て

主
し

の
筆

資
加

投
に

路
ー

道
章

「
4

行
第

孝
書

田
掲

上
前

玉
、

書
会

白
究

設
研

建
価

版
評

年
資9

投

成
路

平
道

「
、

編
編

省
夫

設
英

建
村

）
中

注
ー
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）
方
の

測
も

計
た、

い

容
お

内
に

の
頭

果
念

効
を

の
路

備
道

整
に

本
特

資
（

会社1表

例
事
測
計

ﾘ
麟
　
　
懸
　
首
に
9
1
1
等
省
1
0
道
　
道
果
　
　
　
社
果
な
　
　
　
　
新
　
　
　
　
　
　
西
媛
ー
ー
セ
　
　
　
　
野
支
影

法
方
測
計

　
欺
　
デ
　
モ
　
界
ー
ル
世
等
糠
量
経
経
業
計
ー
日
産

　
∴
耀
難
　
灘
擬
∵
欝
讐
捌
欝
蕪
熱
　
縦
難
㎝
噛
螺

容
内 齢

脚
驚
剰
雇
増
）
増
効
う
費
増
の
発
伴
消
用
要
誘
に
る
雇
需
産
設
よ
　
、
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